
①「用語は覚えた」から「事象を理解した」へ到達している
かを確認できる。

②質問のプロセスを通して、他分野や他教科とのつながりも
イメージできる。

③フィードバックを通して、何を深めればよいか、今後の学
習の指針を認識できる。

④授業者以外からの視点で学ぶことができ、学びの広がりが
期待される。

通常の授業(45分)
↓

スクールAIと振り返りの対話(5分)

【対話の具体的な流れ】
単元名・学んだことの入力

↓
内容をもとにAIが質問(より詳しく説明し

て？、場所は？、作物は？など)
↓

生徒が回答
↓

数回繰り返した後、AIがフィードバック

授業の終わりにスクールAIで対話をするこ
とで、理解を深める

授業の振り返り活動時の生成AIの活用

対象：6年生 科目：地理探究

授業のねらい

授業の手順

生成AIを用いた意図・期待される効果

生徒の反応

↑
フィードバックを

もらって理解度の確認

生徒自身が
足りないことを質問して
AIからアドバイスをもらう

↓


